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第13回例会昭和57年11月9日（火）晴
一

務局にお申し出下さい。

●11月21.[1(I二1)午前8時15分よりCBCの

“若いダイヤル”にて当口のもようが放映

されます。

◇菅原親睦委員長報告

先|面lお手紙にて連絡をさしあげましたが，

ゴルフ会と麻推会が出来ましたので多数参加

いただきますようお願い致します。

◇水野(民)会長挨拶

第13回の例会が多くのビジターをお迎えし

て附催III来ますことを，まず厚く御礼l |:1し_!二

げます。ノテ週は手帳の3ページ目を開けて・､ド

さい。ロータリー財･団週間と出ており, 151-|

を合む週となっております。
ロータリー財・団については新入会貝の識義

の際にお話は聞いていただけたと思います

が，端的に云って，千ドルを財団に寄付して

噸くと，例えば礪業場がオープンしたとか，

勲蹴をもらったとか，初孫が生れたとか臆し

いことのあった時に，無理をしないでお願い

する訳です。分割して10回の方法もあり， こ
うしてポール・ハリス．フェローとしてのメ

タルを頂くこととなっております。その使途

は， この間の地区大会で紹介された通り， こ

の地区から7， 8名, ilt界では毎年数白名の

若者が， ドイツからアメリカ，アメリカから

イギリス，韓圃からフランス等々への留学の

資金となっておりますcその一人として我が

クラブの深見掛･がよい例でございます。

私は41 Iに脈倉院の兄学に行き，紅葉もち

らほらの奈良をアベックで散策し，続いて大

和文華館で，仏像腱を兇て参りました。シル

クロードではありませんが， 口本文化の商

さ，適職遣階の人々や，朝鮮半島から対馬

経II1でもたらされた文化，また，南方インド

系フィリピン，沖縄の烏づたい文化が， ’二|木
の文化への昇華された見事さに感動して帰っ

◇“奉仕の理想”

◇出席報告

会且39名 出lIir 31fl

出IAF率79.49％

◇前回11ﾉ111 1 （修祓llMjf率) 100%

makeup

深兄涌．(1.0/29岐'i1.*IW),加藤(!|:)11.(11/6)

ず|||，加藤(iM);ﾊ<10/304:]: l l l),照野芯(11./4

瑞穂)，永野渦.(11/6,,]:III)

◇ビジター紹介9箔

◇誕生日祝福

加藤(火);ﾊﾞ(11/4）

◇ニコボックス

竹Iﾉ1別(スピーチをさせて]riきます),加藤

（火）洲(アジア大会インドニコ.一デリーへ川

発， 1ケ月ホームクラブを火1,'if致しますの

で), l l ~l､.油（早退させていただきます), I I 1

村誰(夫人誕生祝)，加膝(人)~1|･(誕ﾉ'4祝）

◇三輪副幹事報告

1． 次週例会終r後IMi1l#総会を1j･いますので

全会貝の力はお残り~ﾄさい。

2． 11月28II(II)岐.lil北RCの認証状仏述式

に張録された方はお忘れなくご出恥頂きま

すようお噸い致します。

3． ロータリーの友11ﾉ1号が来ておりますの

で，お排ちﾙl}り~ドさい。

4． 認証状仏述式について

の100万|リの支IIIになりましたが先ln1" !胸会
にて－･般会計より繰入れる聯に決定致しま

したので御｣/解頂きますようお蝋い致しま

す。

。§;!』念写真はアルバムにして全会此の方にお

求め頂きますのでよろしくお願い致しま

す。 （一冊12,0001 11)
②ビデオは式典で1本街ブィルの?.1:楽をバッ

クに入れ懇脱パーティーの物を1本で2本

1組として25,0001リです。尚メーカーは11:
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て参りましたe年末の家族公もこれらの文化

にふれる公がIII来ればと考えています。

◇講演

“生かされている”

会j』橋本義郎フキ

成り}):ってIIIります。人「. ' | !絶にIAI述して，

、そのI!!I辺Uﾉ,I1:JII, MIjち, jllil!1なるll$に, 'l l i' 11

なる場lﾘ『で, 41 1 1' 11に為されるべきかというji:

を，法iIt的に決めたものが,"/MI(I"法とい

う伽|tであります。戦後， ド|:会ﾙﾘ勢，絲済'i,'i

郷の変化により，一・つには，不良なる孫の''1

′lilyjl 1 :. ..つにはIJ体の雌↓li保'喚をI l l'|9に，

法ilkがI泄ﾉ|fした,沢です。

｜獺師公は、その能力，キャリアを勘案し，

一定の乗『|;を満たす."IIWI災を優ﾉ|晶保I巡法指定

｜災と脂定し， 災に教がします慌疋|災は適切

ll－l)>な処li',I(が1'j能と認定された脂定|ｼ瓠縦

側に於てのみ，施術がハ:されます｡しかし，

指定IXWIIjといえども~侭ﾉk保‘巡法節14条にﾝ｣く

されるﾉ[｣ri l |の通応酬I I以外の皿IIIでの' | '絶
は‘;|:されておりません Iﾀﾘえば辿仏ﾙjiとか’

1神||ﾘI)jとか，癒りl)jとか又強姦とかの不如'獣の

旺帳の以介は!;'『されます。しかし塊ｲ|;では，

そうした蝿IIIは紙めて少なく，殆どは， 「妊

娠の継続又は分娩が身体的又は絲済的皿|||に

より, I1:体の雌服を鰈しく',lfするおそれのあ

るもの」という条頃を適川して，人|:II1絶が
実施されているのが災'i〃です~この身体的と
は一体何か，絲済的とは一体|11かという｡11:に

関しては細かい規定はありません。文･jf通り

であるというわけです。法il上が施ｲj･されて約

30ｲﾄになるわけですが, j'f′I:11↑の指導と|ｼ鋤lli

公の迩営が極めて抑ﾉJ的且適切に↑j･1)れ，人

ル,)的にはスムーズにﾉｹl lに領ってﾙI}ります。
ところが3ilt"にこの優'|f保,泌法の改ll:が

l)&11ハされます 3ｲffIjの参縦院i蝿Iの改進の

度に，ボ教界をバックにした,ifiiが提案する

からですそして現ｲKこの14条輔4頃の!|'の

「経済的蝿l ll」を削除する'ji:を提案しており

ます。絲済的即l l lを削除した場合, I I 1絶の適

応は身体的j1!ll lに限られ，余樫の卿|埼人以外
！ま．伶てﾉ|《みなさいという'jfになりますそ

の紬果は所柵ヤミ' '1絶（非合法!||絶）の典延
となるjfはLIに兄えてﾙ1I~ります ' | 1絶の緩IWI

!jl l l:界の趨勢であります。敢えてこの流れに

l'liさそうという改I1論がIIiに参縦ii避職の柴

W{の為とあってはl;'l:される11:ではないので

す‐杵様にもこの‘獣味を深く御州解j間きたい

と思います

◇次回例会（11ﾉ1161 1 )

' li';IW '､建設業この道34年”

&ii 菊池昭元ハ．

会合 IIMMII＃総会（例会終r後）

1983～84{lil"I!11;iltujikll lﾉﾉ法の|'| :

◇次々会例会(111123I I )

肱定休| ,の為"'l公はありません。

／『度，ご縁本願いて

ロータリアンとして，

その末席を職すことに

なりました。どうかよ

ろしくおdlきまオ）し願

く様お願い致します、

昨年はI 11際陣》,li者ｲ『~

篭
蕊
鷺
驚

町4

篭

でありました。私はテレビで又出版物聯を通

して，両Fの艇い20歳になるサリドマイド児

の｢¥森こづえさんのことを知りました。 l,ljf
の無い彼女ばこう譜りか1ナました、 「私がこ

ついう形で'i蓋れるのは当然である。 ノドまで

に悲しくて泣いたことばない。もしFがあっ

たらなんて思ったことは全くない。」私は，

彼女の索Hi!iしいLkきざまに非術な感動を受け

ましたと同11Ifに． lilj親がいろんな1 | !を，よ

くぞここまで育てられたなと2度の感動を禁

じ得ません。両手があったらなんて思った'jI:

がないと，唯絶対の人生を';lt々と唯きてい

るのです。更に彼女は言葉を続けました
‐自動i脚こ乗れたり．ブランコに凝れたりす
ることは，人がやれることが．つずつ出来た
ということに於てうれしいけれども， '|きて
いく上には問題のないことである 」うれし

いけれども，私がLI:きていくという、 このす
ばらしいことの前にはさして問題のないこと
であると， これ又堂々と語っています、

′|きることの瞭臓とは体なんでしょう
かcそれは|'|分で'|きているという傲慢では
なくして． ′tかされているという現実の砿極
的な認識でありましょう。しからぱ、一体誰
により'|ﾐかされているのか陽気ぐらしをさ
せたいとのに|的をもって，人間を創造され、

過去も今も未来をも育てて下さる人間を剣め
た親．即ち親神によって生かされていると私
共は教えられ､かつII-;じているのですゞ 「ハ・
が居るから僕がある。 」これが人間；|:会の実
態でもあろうと思います 「僕がAI;るからイl.

があるのではありませんこの厳然たる現
実を．いつもl'|かに問いかけ，かつ人にはえ
て1j-くことが非常に大切ではないかとIIjじて
やまないのであります。

“礎生保,准法指定|フミ”

ftli竹内真三ハ

毎一

餌匡

「優'|:保謹法一とい

う昭和23ｲ|{に出来た法

維があります｡ ll{{W126

ｲ「にﾉくきな改Iピがあ

り，その後も時々fll'I

しがfj･われましたが，

全部で39条の条文から

一
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